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～　地域に密着した「きめの細かい医療」をめざして　～　病院管理者　武冨 章

平成20年4月1日飯塚市立病院の管理者を拝命いたしました武冨です。福間院長，

岡部副院長のご指導を仰ぎながら，微力ではありますが，市民の皆様のためになる

病院づくりに努めてまいりますので，よろしくお願いします。

ご承知のとおり，飯塚市立病院は，自然環境に恵まれた飯塚市西部に立地してい

ます。空気のおいしい環境のもとで疾病治療に専念していだけるよう，当院では，

医療機器の更新・将来の病棟の改築を含め，急性期から慢性期のフォローアップ・

社会復帰まで一貫した「きめの細かい診療」に心がけたいと思います。それととも

に，診療各科における得意分野の診療機能をさらに向上させ，中規模ながらも特色

のある病院でありたいと願っています。

しかし，昨今の報道にもあるように，新研修医制度や新看護基準施行後の医師，看護師丌足は深刻です。患者

さんへのより良質な医療を提供するにあたって，地域医療に志のある医師・看護師の方々の応援を望むところ

です。当院では，地域医療を志す医師やコメディカルスタッフの自己研鑽の場として質の高い基礎教育を行い

ますので，スキルアップをめざす若い専門職の修練の場としても好適な病院だと思います。

病院の質や評価を決定づける最大の要因は人材（職員の力量）です。その職員を勇気づけるのは，当院を支

援してくださる患者さんや御家族，地域の医療関係者の方々の存在です。皆様方からのご支援がいただける病

院となるよう，また地域の皆様の健康的な生活に尐しでも寄不できるよう，職員一同努力いたしますので，今

後とも飯塚市立病院をよろしくお願い申し上げます。

病院管理者 武冨 章



今年の梅雨は、例年より早く明けましたが、その直後から連日３０℃を超え
る猛暑の到来と成りました。又、東北地方では、度重なる地震の発生、日本各
地で発生する集中豪雨など私達の周囲には確実に地球レベルでの変化が起こっ
ているようです。
皆様お変わりございませんか。

さて、飯塚市立病院が開院発足してから、早４ヶ月が経過いたしましたが、
その診療体制はまだ十分ではありません。しかしながら、４月から整形外科は
毎日外来診療を開始いたしました。多くの患者さんには、今後の常勤医の定着
と各種手術の開始等が期待されていますので、私たちも医師確保のために努力
を続けています。又、4月からは、内科・外科の土曜日診療も行っています。
さらに、７月には、小児科医が赴任され、診療を開始いたしましたので、患者
さんのご紹介をよろしくお願いいたします。このように徐々に診療体制を拡
張・充実を図っていく所存です。

いましばらくご迷惑をおかけしますが、ご支援の程よろしくお願いいたします。

院長 福間 道雄

病院幹部からのご挨拶

筑豊労災病院が飯塚市へ移譲され、飯塚市立病院となって早４ヶ月が過ぎま
した。平成１６年３月３０日、筑豊労災病院廃止との発表がなされてから、脳
外科、麻酔科、さらには整形外科医師のひきあげ、さらに泌尿器科、耳鼻科の
引きあげがなされました。これらの診療科の再開は整形外科、泌尿器科、耳鼻
科の外来診療のみ行われるようになりましたが、常勤医師はまだいません。内
科医師も転勤で三人減尐し、地域医療振興協会の他の病院より内科医師の応援
をいただいています。

地域医療の原点は救急医療と思います。目の前で困っておられる人に、何と
か手を差し伸べたい、というのが基本的な姿勢です。しかし現在日本中、地域
医療での医師丌足が深刻です。飯塚市立病院も医師丌足です。現在のところ可
能な範囲内での診療となることは避けられません。可能な限り出来るだけ早く
充分な体制にしていかなければなりません。

福岡県内の四大学に医師派遣をお願いしているところです。が大学医局も医師丌足です。充分な体

制になるのはもう尐し時間がかかりそうです。申しわけありません。もうしばらく現体制で頑張りま

すので、どうぞ宜しくお願いいたします。

副院長 岡部 正之

今年の４月から事務部長を拝命いたしましたが、その職務の重要さを痛
感しております。病院の経営管理に携わる者の使命としては、質の高い良
い医療を安定して提供できる組織をはぐくみ、地域社会における責任を果
たすこと。さらに、患者さんの声に耳を傾け、医療技術の進歩に取組み、
全ての職員が誇りを持って最高のサービスを提供できるような環境を創造
し、それを継続させることであると考えます。今後とも、市民の皆様に愛
され、親しまれ、信頼されることを目標に精一杯努力していきたいと思い
ます。職員の一人として微力ではありますが、皆さんのご指導とご鞭撻に
よって職務を全うしたいと考えていますので宜しくお願いいたします。

事務部長 木島 義雄

私達は、当院の理念に基づき、患者様から親しまれ、信頼される看護の
提供を目指します。医療チームの一員として地域の皆様に安心して医療を
受けていただけるよう質の高い看護の実践に努めます。個人を尊重した看
護を提供するために、看護師一人ひとりの成長を目指し、患者さん・家族
の思いを受け止める豊かな感性を持った看護師を育て、活気ある職場風土
を作りたいと考えます。

地域の皆様から「飯塚市立病院ができてよかった」といっていただける
ように努めてまいりますのでどうぞよろしくお願いいたします。

看護部長 平田 ひろみ



こんにちは。７月より飯塚市立病院小児科に

赴任しました牟田です。

当院小児科ではこどもさんのあらゆる病気に

対応しています。こどもさんの病気で、どこに

かかったらよいかと迷ったときには、ぜひ小児科に

おかかりください。当院の特徴として、眼科、耳鼻科、皮膚科などがそろってい

るため、必要な場合には連携して診療にあたることができます。また血液検査や

レントゲンなどの画像検査もすぐに対応できます。外来は、月曜日から金曜日まで毎日(9月までは木曜日は休

診)午前・午後とも、新患・再来を受け付けています。

また午後からは予約制で予防接種をおこなっています(飯塚市・桂川町・嘉麻市・福岡県の個別接種指定医療機

関です)。健診なども随時行っておりますので、ご相談ください。

残念ながら現在のところ夜間診療および入院は対応できておりません。より詳しい検査や入院治療が必要とされ

る場合、ただちに麻生飯塚病院、久留米大学病院などに紹介させていただいております。夜間診療は、筑豊地区

の小児科医有志によるささえあい診療を麻生飯塚病院でおこなっており、月2回程度出務しておりますので、そ

ちらをご利用ください。

小児科の先生のご紹介

小児科科長 牟田 広実

土曜日の診療体制

平成20年4月1日より、筑豊労災病院は廃止され、飯塚市立病院として開院いたしました。

新病院では、これまで休みだった土曜日も、内科と外科で外来診療を行います。

受付時間は、8:20～11:30となっております。

お仕事で平日に来られない方は、土曜日も診療を行っておりますのでご利用されてください。

糖尿病教室

当院では、糖尿病教室を開催しております。下記の糖尿病教室スケジュール表の

①、②の内容を毎月、隔週で行っております。参加対象は、一般の方・患者様等、

どなたでも自由に参加できます。参加費は無料です。講師は、医師・糖尿病指導療法士で

構成されており、皆様の健康のお役にたてればと考えております。



休診日：土曜日午後・日曜日・祝日・

　12月29～1月3日（年末・年始のため）

面会時間：月～金曜日/13:00～19:00

　土・日・祝日/11:00～19:00


